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2025年4月進学 新D1学生紹介

物質・情報卓越教育課程

物質理工学院
応用化学系
応用化学コース
博士後期課程1年

宮崎 大地
　パルスレーザ堆積(PLD)法を用いると、単結
晶基板を鋳型とすることにより、準安定な物質
でも高結晶性の薄膜を作製し、本質的な物性を
評価することができます。現在私は、ヒドリド伝
導体として知られるランタン酸水素化物の薄膜
をPLD法により作製し、輸送特性や電子構造を
評価する研究を行っています。
　博士後期課程では、自身の専門に情報を組
み合わせた高度な課題解決能力を身につけら
れるよう、研究活動に励みたいです。

物質理工学院
応用化学系
人間医療科学技術コース
博士後期課程1年

　私は、がんで高濃度に産生されるアクロレイ
ンを試薬として用い、生体内という複雑な環境
下で有機化学反応を行なっています。これを応
用することで、がん選択的に抗がん剤を届ける
生体内合成化学治療、そしてがんにならない細
胞の創製を目指しています。
　今までは、有機化学を中心に研究を進めてき
ましたが、物質・情報卓越教育課程のプログラ
ムを通して情報科学の活用方法について学び、
有機化学と情報科学を組み合わせた研究がで
きるようになりたいです。

高橋 ゆりあ

物質理工学院
応用化学系
人間医療科学技術コース
博士後期課程1年

　自分の研究は、所属研究室が掲げるがん治
療戦略である「生体内合成化学治療」と、自身
の専門分野である「中毒学」とのコラボレーショ
ンから着想した新規抗がん剤の開発です。

　物質・情報卓越教育課程での学びを通して、
構造活性相関研究に機械学習を持ち込むこと
で合理的に化合物を設計したり、計算科学によ
り抗がん活性機構を解明したりしたいと考えて
います。

小林 達也

理学院
化学系
化学コース
博士後期課程1年

　私は、当研究室で開発されたオリゴフェニレ
ンリングを用いた超分子触媒への応用を目指し
て研究しています。リング内部には相反する官
能基(酸性/塩基性など)を導入し、通常の溶液
中では実現できない特異な空間を作り出し、こ
れを利用した新たな分子変換の実現を可能と
する超分子触媒の開発に取り組みます。
　物質·情報卓越教育課程では情報科学を活
用した効率的なゲスト分子の探索や、分子設計
に取り組みます。

政野 紫苑

理学院
化学系
エネルギー・情報コース
博士後期課程1年

　私は金属錯体と金属酸化物を組み合わせた
色素増感型光触媒による水分解の研究を行っ
ています。特に水分解において問題となる逆反
応に着目し、逆反応に関わる因子を系統的に変
化させ、それらが水分解反応の正味の活性に与
える影響を解析しています。
　修士課程では実験的手法による物質科学的
視点で研究に取り組んできましたが、博士後期
課程では計算科学を用いて実験では明らかに
できない現象の解明に挑戦したいと考えてい
ます。

山本 悠可

物質理工学院
応用化学系
人間医療科学技術コース
博士後期課程1年

　私は現在、アルコールの代謝によって生じる
アセトアルデヒドを用いた副作用のないがん治
療に向けて、生体内合成化学治療の研究を行っ
ています。生体内分子と人工金属酵素による生
体内金属触媒反応を活用し、がん細胞現地での
薬剤の合成に取り組んでいます。
　物質・情報卓越教育課程では、シミュレーシ
ョンなどの計算科学の手法を学び、抗がん活性
の予測などに活用し、効率的な化合物の探索を
目指します。

石田 晃一

物質理工学院
応用化学系
応用化学コース
博士後期課程1年

　私は、低分子量セルロースであるセロオリゴ
糖の自己集合化を研究対象としています。とり
わけ、セロオリゴ糖がナノ繊維状に集合化する
ことで形成するハイドロゲルに着目しています。

　物質・情報卓越教育課程では、自身の研究に
活かせるような情報科学の知識を習得するだ
けにとどまらず、さまざまな分野の人と交流を
深め、多角的な視野で物事を俯瞰できる能力を
身につけられるよう取り組んでいきたいです。

田代 真優

物質理工学院
応用化学系
応用化学コース
博士後期課程1年

　私は現在、ペプチドと機械学習を組み合わせ
た高分子識別システムの構築を目指して研究
を進めています。機械学習の手法としては、主
に統計的解析を用い、定量的な視点から高分
子の識別精度向上を図っています。
　博士後期課程では後輩も増え、縦の関係だ
けでなく、異分野の方々との横のつながりの重
要性も強く感じています。本教育課程を通じて、
より広い視野で学びを深めていきたいと考えて
います。

田能 佑紀

生命理工学院
生命理工学系
生命理工学コース
博士後期課程1年

　生物は生体分子機械や代謝システムの緻密
な協働により生命活動を営んでいます。私は有
機合成の力により、この様なミクロな生命現象
を模倣し、生物を“超える”分子システムを構築
するべく研究に勤しんでいます。
　物質・情報卓越教育課程では、分子シミュレ
ーションから得られる種々情報の取り扱いと、
それらを活用した機械学習などについて学び、
計算科学主導の研究を行いたいと考えていま
す。

濵口 怜
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【教育課程】61名（D3  22名、D2  25名、D1  12名、M2  2名）
【コース】　9名（D1　9名）

　
7



8

企業アドバイザーからのメッセージ企業アドバイザーからのメッセージ
住友重機械工業株式会社

　住友重機械グループは、1888年（明治21年）、住友グループの祖業である別子銅山
の「工作方」として創業して以来、社会と産業の発展とともに歩んできました。現在で
は、一般産業機械から最先端の医療機器、半導体製造装置、建設機械、船舶、環境・
プラント機器に至るまで、幅広い分野をカバーする総合機械メーカーへと成長してい
ます。100年以上にわたる伝統の中で培われた「モノづくり」の精神は、ナノテクノロ
ジーから巨大構造物に至るまで多様な分野に展開されており、「動かし、制御する」
確かな技術を駆使することで、豊かで持続可能な社会の実現に貢献しています。

　現在、「モノづくり」を取り巻く環境は、環境負荷の低減や新たな付加価値の創出
といった社会的要請に応えるべく、材料製造・加工プロセスの革新が求められていま
す。こうした状況の中で、産業界との協創を通じて社会サービスを見据えた実践的な
教育を行い、物質と情報を融合させた独創的な研究を推進する「複素人材」の育成
を目指す物質・情報卓越コースの理念は、持続可能な「モノづくり」を構築し、人と社
会に貢献することをミッションとする住友重機械グループの活動と深く共鳴していま
す。この理念に強く共感し、本プログラムへの参加を志望いたしました。

　確実性が高まる現代社会においては、社会の潜在的なニーズを的確に捉え、従来
にはなかった課題に果敢に挑戦できる柔軟な発想を持つ若手研究者の活躍が、これ
まで以上に求められています。本コースの皆さんがそのような人材へと成長されるこ
とを心より願い、微力ながらも全力でご支援させていただきたいと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

技術本部 
技術研究所 
材料技術部
部長

野際 公宏 様

住友重機械工業 技術研究・創発棟 Cs’-Lab+ 
外観写真

会員企業制度会員企業制度
　物質・情報卓越コースでは「会員企業
制度」というユニークな制度を導入して
います。会員企業からの意見を活動に反
映させていただくと共に、メンター役を
お願いすることにより、学生の社会的視
野を広め、複素人材としての成長に役立
てます。一方、会員企業にとっては、研究
者の方々が本コースでの講義、演習を受
講できる機会ができ、物質・情報の分野
での人材育成を進めることができます。

ＡＧＣ株式会社 / 曙ブレーキ工業株式会社 / 旭化成株式会社 / 
大日本印刷株式会社 / 出光興産株式会社 /ＪＦＥスチール株式会社 / 
栗田工業株式会社 / 京セラ株式会社 / 三菱ケミカル株式会社 /
三菱ガス化学株式会社 / 三井金属鉱業株式会社 / 日本電子株式会社 / 
日本ガイシ株式会社 / 日本特殊陶業株式会社 / 日本化薬株式会社 / 
日産自動車株式会社 / パナソニック インダストリー株式会社 / 
株式会社レゾナック / 株式会社SCREENホールディングス / 
セイコーエプソン株式会社 / 住友化学株式会社 /
住友重機械工業株式会社 / 太陽誘電株式会社 / ＴＤＫ株式会社 / 
東レ株式会社 / 株式会社 東芝 / 東ソー株式会社 / 
東洋製罐グループホールディングス株式会社

（ローマ字アルファベット順）（引き続き、参加会員企業を募集しています。）

会員企業一覧（2025年6月1日現在）

発行元

国立大学法人 東京科学大学 教育推進部教育プログラム推進課
物質・情報卓越（TAC-MI）事務室 
〒152－8550
東京都目黒区大岡山２－１２ー１　S６-２３　南6号館402号室
TEL:03-5734-2943
tac-mi@adm.isct.ac. jp
https://www.tac-mi.titech.ac. jp/
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